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領域Dを図示すると左のようになる。そのまま縦線形

として計算するのは大変なので、変数変換してみる。

u = 2x− y, v = x+ yとおくと、
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このとき、
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E =

{
(u, v) | 1 ≤ u ≤ 2, |v| ≤ 1

}
とおくと、∫∫
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Dの図示については、
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1 ≤ 2x − y ≤ 2
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−1 ≤ x + y ≤ 1

との共通部分が
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領域D

であると考えればよい



(2)
∫∫
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x2 + y2
dxdy, D =

{
(x, y) | a2 ≤ x2 + y2 ≤ b2, x ≥ 0

}
(0 < a < b)
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領域 Dを図示すると、左図のようになる。これも縦

線形として計算するのもいいが、円に関係した図形は

極座標変換と相性がよい場合が多い。x = r cos θ, y =

r sin θとおくと、図より、rの動く範囲は a ≤ r ≤ b

であり、θの動く範囲は −π
2
≤ θ ≤ π

2
となる。また、

det J = r ̸= 0となる。

したがって、E =
{
(r, θ) | a ≤ r ≤ b, −π
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とおくと、∫∫
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dθ = π(log b− loga)

ここで、領域 Eの中で r, θはそれぞれ独立した範囲を動くので、∫∫
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と計算するほうが少し効率的です。ていねいに書けば、
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drは定数なので、θに関す

る積分記号の前に出ます:∫b
a
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ただし、D =
{
(x, y) | 0 ≤ x ≤ 1, 0 ≤ y ≤ x

}
のような場合に、うっかり∫∫

D

xdxdy =
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xdx×
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dy (間違い)

としてしまわないこと！


